
徳
島
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用

を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す

る
。そ

の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
県
土
整
備
部
高
規
格
道
路
課
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
鳴
門

総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
美
波
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
六
年
八
月
二
十
日

か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
八
月
二
十
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

指
定
す
る
道
路
種
別
、
路
線
番
号
、
路
線
名
及
び
占
用
を
制
限
す
る
区
域

道
路
種
別

路
線
番
号

路

線

名

占

用

を

制

限

す

る

区

域

一
般
国
道

一
九
三
号

海
部
郡
海
陽
町
小
川
字
荒
瀬
二
〇
番
一
地
先
か
ら

同

字
小
川
六
二
番
四
地
先
ま
で

海
部
郡
海
陽
町
小
川
字
小
川
二
番
一
地
先
か
ら

同

字
平
嵐
五
四
番
一
地
先
ま
で

主
要
地
方
道

一

徳
島
引
田

板
野
郡
板
野
町
川
端
字
関
ノ
本
一
四
番
一
地
先
か
ら

同

字
庄
境
四
番
一
地
先
ま
で

主
要
地
方
道

一
一

鳴
門
公
園

鳴
門
市
鳴
門
町
土
佐
泊
浦
字
黒
山
一
一
八
番
三
二
七
地
先

か
ら

同

高
島
字
北
六
七
〇
番
地
先
ま
で

鳴
門
市
撫
養
町
大
桑
島
字
濘
岩
浜
四
八
番
一
八
地
先
か
ら

同

鳴
門
町
土
佐
泊
浦
字
大
毛
一
六
番
二
八
七
地
先
ま

で

主
要
地
方
道

一
二

鳴
門
池
田

板
野
郡
板
野
町
川
端
字
道
添
一
三
番
一
地
先
か
ら

同

字
庄
境
三
番
一
地
先
ま
で

主
要
地
方
道

一
九

阿
南
鷲
敷
日
和
佐

海
部
郡
美
波
町
赤
松
字
阿
地
屋
一
七
四
番
二
地
先
か
ら

同

五
二
番
一
地
先
ま
で

主
要
地
方
道

四
一

徳
島
北
灘

鳴
門
市
大
麻
町
桧
字
野
神
ノ
北
一
四
番
二
地
先
か
ら

同

字
東
山
田
五
四
番
一
地
先
ま
で

主
要
地
方
道

四
二

瀬
戸
撫
養

鳴
門
市
撫
養
町
大
桑
島
字
濘
岩
浜
四
八
番
一
九
地
先
か
ら

同

五
三
番
五
地
先
ま
で

一
般
県
道

一
二
二

板
野
川
島

板
野
郡
板
野
町
犬
伏
字
大
坪
七
番
二
地
先
か
ら

同

字
東
ス
カ
四
二
番
一
地
先
ま
で

一
般
県
道

一
四
七

日
和
佐
牟
岐

海
部
郡
牟
岐
町
大
字
川
長
字
市
宇
谷
二
一
五
番
一
地
先
か

ら同

大
字
中
村
字
本
村
八
七
番
一
地
先
ま
で

一
般
県
道

一
八
四

粟
津
港
撫
養

鳴
門
市
撫
養
町
立
岩
字
六
枚
一
九
五
番
一
地
先
か
ら

同

一
八
九
番
地
先
ま
で



鳴
門
市
撫
養
町
立
岩
字
四
枚
五
三
番
地
先
か
ら

同

六
〇
番
地
先
ま
で

一
般
県
道

一
九
六

浅
川
港

海
部
郡
海
陽
町
浅
川
字
大
田
九
〇
番
五
地
先
か
ら

同

七
〇
番
六
地
先
ま
で

一
般
県
道

三
〇
一

久
尾
宍
喰
浦

海
部
郡
海
陽
町
久
保
字
板
取
二
七
五
番
一
地
先
か
ら

同

二
四
三
番
七
六
地
先
ま
で

二

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た
電
柱
の

更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用

地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
等
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め

四

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
六
年
八
月
二
十
日


